






















貨１), 銭貨製造地, 銭貨製造人｣ の報告である２)｡
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報 告２：                   ‒                          
｢アングロ＝サクソン期イングランドとその周辺地域における貨幣再考｣            (                                         )／ローリー・ネイスミス
報 告３：                                ‒                   
｢中世イタリア (    ‒    年代) の銭貨と貨幣製造：研究概観｣         (                                )／ウィリ
アム・デイ
報 告４：                                                         (               )              ・                                         
｢中央ヨーロッパの貨幣システム：




１) 本稿では原則的に     を ｢貨幣｣,    を ｢銭貨｣,         を ｢通貨｣ と訳した｡ ただし研
究者の見解の相違や歴史的文脈を考慮して, 適宜異なる訳語を採用している｡
２) 本シンポジウムは日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究  ｢前近代ユーラシア西部におけ
る貨幣と流通のシステムの構造と展開｣ (研究代表者・鶴島博和) の研究成果の一部である｡ シンポ
ジウムの報告者原稿とその全訳は加筆修正のうえ ｢前近代ユーラシア西部における貨幣と流通のシス
テムの構造と展開 (科学研究費基盤 (Ａ)) 報告書 (Ⅰ)：ポスト・ローマ, イングランド, イタリア,
ドイツ｣ (    年８月) に掲載されている｡ 本報告では, 紙幅の都合上, 報告内容のすべてを訳出せ







見の劇的な増加を受けて, 数々の貨幣史研究が現れている｡ その射程は経済史に留まらず, 政




















貨幣は歴史上, ｢交通の血液｣ として常に現代の国境を越えて動き回ってきた｡ 従ってこの
｢境界無き貨幣｣ の本質を明らかにするためには, 多地域の専門家による共同研究が不可欠で
あり, それこそが本シンポジウムが企画された理由である｡
最初に私, 熊本大学教育学部教授, 鶴島が論点開示を行う｡ 最初の報告者は, ケンブリッジ
大学フィッツウィリアム博物館古銭学部門学芸員のエイドリアン・ポペスク博士である｡ 関心
中世貨幣の世界：銭貨, 銭貨製造地, 銭貨製造人    
領域は黒海沿岸, 特にその西岸地域の銭貨製造地で製造された古代の銭貨, 銭貨製造, 流通,




経済である｡ 近著として                                               ‒    (                                             ),                    ‒                                       ‒   (                                    ) が挙げられる｡ ３番目に報告するのはケンブリッジ大学フ
ィッツウィリアム博物館研究員のウィリアム・デイ博士である｡ 彼は                                 ( ) (            ) (                                   ) の共著・共編者で, これは同地域の銭貨と貨幣史を広い比較史的視点で考察することで
新たな地平を開いた｡ 最後はライプツィヒ大学教授のマルクス・デンツェル博士である｡ 彼は
広い研究分野に関心を持ち,                            (                           ) や   ‒   ‒  ・               (                      ) の編者でも
ある｡ 近著には                                 ‒    (                    ) がある｡
論点開示の目的は本シンポジウムが対象とする中世西ヨーロッパという, 長期に渡り広範な
地域を包含する比較軸を提示することである｡ ただし他の報告者が同じ考えを持っているとは
限らない｡ 以下では材質, 権力, 銭貨製造人という３つの比較軸を設定し, 順に言及する｡ 貨




は, エドガー (   ‒   ) の戴冠と貨幣改革にも影響を与えた｡ ピーター・スパフォードが指
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の初期ペニー貨はローマ貨を模倣し, あるいはそれを鋳直した銀から製造されていたと言って
いいだろう｡   年から   年に打造された個別発見貨を整理すると, イングランドで製造されたものが    枚, フリースラントとライン川流域のものが    枚, メロヴィング朝フランクのものが  枚, 合計で    枚である｡ こうした初期段階あるいは８世紀初頭までのペニー貨は非常に


















権 力   年代にドイツのゴスラーで発見された銀鉱によって,    年以降, イングランド王権によ
る皇帝型の銭貨製造が可能となった｡ 同年エドガーが大陸型の戴冠式で戴冠したのは偶然では





ンドでは, イングランド人の統一王国のために, 単一の貨幣制度が出現した｡ エドガーの貨幣







となった｡ 標準化された貨幣制度をイングランドに確立したのはエセルレッド２世 (   ‒         ‒  ) とクヌート (    ‒  ) である｡ そこには, イングランド全土の銭貨製造に対して権
力を強制しようとする, 王権の強力な統治上の努力が現れている｡
















ランド銭貨の基準は,    パーセント以上の品位を想定していた｡ この数値は, 現代のスター
リングの品位に相当する｡
エセルスタン (   ‒   ) 以降, とりわけフランクの戴冠儀礼を導入したエドガー以降, イ
ングランド人の王たちは王権に皇帝の称号を採用した｡    年にエドガー王がソーニー修道院
に発給した国王証書の称号は ｢我, エドガー, 全ブリテンの皇帝｣ だった｡ 最高品位の銭貨は
この ｢帝国主義的｣ な政治的イデオロギーを反映していた｡ イングランドのペニー貨の想定流
通圏はブリテン島であった｡ 銭貨の図像, 特に君主／鷲型の銭貨は, 王の令状に付された印璽
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を想起させる｡ 銭貨の表面 (十字と王), 材質, 裏面 (十字と銭貨製造人) は, チャーターの






あった｡ 有力な銭貨製造人の中には, その職を子孫に継承させた者もいた｡ ひとりの親方の名
のもとに, 異なる個人が様々な地域で銭貨を打造したと思わせる事例も存在していることから,
親方の名はあたかも ｢ブランド名｣ や ｢会社名｣ として機能したとも考えられる｡
銭貨製造人は在地の名望家だった｡ 彼らはある時は騎士であり, またある時はチャーターの
証人だった｡ 銭貨製造人の中には, ｢セイン｣ (あるいは騎士) 層に属する者, さらには軍事奉
仕まで行っていた者もいた可能性がある｡ この時期の銭貨製造はセイン, 王のセイン,           (｢良き人々｣),        (｢より良き人々｣) などと呼ばれる在地共同体の富裕で有
力な階層によって大部分行われていた｡ これは銭貨製造人もセインも閉鎖的なカーストである
というわけではない｡ 一般の自由人が, 適切な条件を満たすことでセインになれたように, 零
細金属職人が銭貨製造人になることもできた｡ 初期中世には, 職業はそれほど専門化されてお
らずセインは同時に王の役人でも, 在地の土地保有者でも, 商人でも, 銭貨製造人でもあり得
た｡











中世貨幣の世界：銭貨, 銭貨製造地, 銭貨製造人    
た｡ ヘンリー１世の治世, 銭貨は定期的に再打造されていた｡ しかしこの時はまだ新しい銭貨
はそれほど出回っていなかった｣｡   ・  世紀イングランドのペニー貨は, 権威と権力をよく
示す意匠, 高品位, 銭貨製造人の信頼された名を持っていた｡ それは発行と回収の体系的な循
環経路を持っていた｡ 初期ペニー貨には支配者の名も銭貨製造人の名もなく, このことは２つ
の時期の社会・統治構造の差異を示してもいる｡ ３つの要素すなわち３つの比較軸である権威,








皇帝アウグストゥスが導入した銭貨は金貨１種類 (アウレウス      ), 銀貨１種類 (デナリ
ウス       ), 銅貨５種類 (セステルティウス         , デュポンディウス        ,






に導いたのである｡ ３世紀半ばの皇帝デキウス治世 (   ‒   ) には, 全ての１デナリウス貨
が回収され, その上から２デナリウス貨の刻印が重ねて打刻された｡ このことは当時の帝国政
府が文字通り銭貨の額面価値を２倍にせざるを得ないほどに, 銭貨需要が高まっていたことを
示している｡ 金貨についても, 例えば皇帝ガッリエヌス (   ‒   ) のアウレウス貨は, 量目
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最も包括的な改革は皇帝ディオクレティアヌス (   ‒   ) によるものであった｡ 彼はアウ
グストゥスの貨幣制度の復活を企て, ネロ治世の重量基準に基づいたアルゲンテウス銀貨を導
入した｡ その裏面には通常, 帝国の象徴である都市と４人の皇帝の立像が刻まれたが, 中には










ナリウスで安定していたが, 最高価格令が出された   年頃には１ポンド＝     デナリウス,   年には      デナリウス,    年には      デナリウス,    年には       デナリウス
まで変動した｡
次なる重要な変化はコンスタンティヌス大帝 (   ‒   ) の治世に生じた｡ コンスタンティ
ヌスは   年頃, まずはトリーアの銭貨製造所で新たに製造を開始したソリドゥス (      )
金貨に基づく貨幣基準を帝国西部に導入し,    年にクリュソポリスの戦いで東方正帝リキニ












ミス (    ), ３分の１の量目のトレミッシス (       ) の３種類からなっており, １ソ
リドゥスは  分の１ローマン・ポンドだった｡ ソリドゥスとトレミッシスは帝国西部で極めて
一般的であり, ゲルマン諸部族にとりわけ大きな影響を与えることになる｡ また倍数ソリドゥ











皇帝ウァレンティニアヌス１世 (西方正帝,    ‒   ) とその弟ウァレンス (東方正帝,    
















るものであったので, あまり流通はしていなかった｡    年にコンスタンティウス２世 (   ‒   ) が大量に銀貨を製造するようになると状況は一変した｡ この大規模製造は, ５世紀初頭
に, はっきりとしない理由で製造量が激減するまで継続した｡ その製造規模はブリテンやルー
マニアなどの帝国辺境地域で大量に埋蔵銀貨が発見されることから推定できる｡ この銀貨は帝
政前期と同様に再び金と関連付けられ, さらにわずかにプレミアム (額面超過額) が付与され
たことで成功したのである｡ 皇帝は金貨と同様にその品位を重視し, ウァレンティニアヌスと



















リドゥスに交換出来たが, ウァレンティニアヌス３世治世 (   ‒   ) までには     ヌッム
ス必要になった｡   年までに西地中海における貨幣制度は崩壊していたが, 東側ではアナスタシウスの貨幣
改革による刷新があった｡ この改革により４種類の新銅貨が導入されたが, それらは全てヌッ











いはすることができなかった｡ ペンタヌミア (         ) 銅貨のような少額銭貨は少量し







防衛するために大軍を必要とする地域の１つであった｡ 皇帝デキウス (   ‒   ) とその息子
がクニウァ率いるゴート軍に敗死した上述のアブリットゥスの戦いも同地域で戦われた｡ 彼ら
は実際に戦場で亡くなった最初のローマ皇帝である｡ ４世紀の間により多くのゴート族がロー
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フランク王国のように在地勢力主導で製造され, 銭貨製造人と銭貨製造地の名が銭貨に刻まれ
ることもあった｡ ６世紀から７世紀初頭のメロヴィング朝フランク王国の銭貨には通常皇帝の




























ろから, ドゥニエ銀貨と初期ペニー銀貨に移行してゆく｡ これ以降は, 銀貨のみが製造された
中世貨幣の領域に属するのである｡






し, 新たな政治権力が生まれ, イングランドではアングロ ＝サクソン人, フランスではフラン

































西ヨーロッパの諸王国で受容され, さらにスカンディナヴィア, ボヘミア, ポーランドに広が





















中世貨幣の世界：銭貨, 銭貨製造地, 銭貨製造人    
ず, 財の貯蔵手段として重要な役割を担っていたと考えた｡ また, 当時の研究に利用可能であ
った銭貨は墓地の考古学的発掘の際に発見されたものが多かったため, 銭貨の儀礼的な性格が
強調された｡ そして, 発見貨や同時代の文字史料の調査を通じて, グリーアソンは初期中世の
銭貨の大部分は, 商業よりも贈与や罰金として使用されたと論じた｡ グリーアソンの主張が長
い影響力を持ったのは, 彼がＭ・モースの贈与に関する著作を援用したからであった｡ モース
は, ポリネシアやネイティブ・アメリカンの部族, さらに初期中世ヨーロッパなどの ｢未開社











の表明において, 明確で異なる道を選んだ｡ 西ゴート人王レオヴィギルド (   ‒  ) は, 銭貨
を製造した都市の名と共に, 自身の名と肖像を銭貨に刻んだ｡ 大部分の銭貨は少数の場所, つ
まり経済および財政の点で最大規模の都市で製造されていた｡ メロヴィング朝フランク王国で
もほぼ同時期に重要な変化を経験したが, 結果は全く異なっていた｡ 王の名を刻んだ銭貨はほ
とんどなく, かろうじてローマ起源とわかる胸像が標準的だったが, 原則として, 銭貨製造人
の名とその拠点とする場所が銘文に刻まれた｡ 数千人もの銭貨製造人と   を超える銭貨製造
地が,    年から   年のメロヴィング朝金貨に刻まれている｡ したがって, メロヴィング朝の
銭貨製造権は (西ゴートよりも) はるかに現地のエリートたちに委任されており, 資源や土着
支配層の需要に従って製造されていたのだろう｡
アングロ ＝サクソン人は７世紀初頭にフランク人の金貨製造を模倣したが, 両者には重大な
差異があった｡ すなわちアングロ ＝サクソン人の銭貨発行は, それほど細分化されていなかっ








な役割を演じるようになり, ローマ, 西ゴート, ロンバルド同様に, その名を銭貨に刻むよう
になったのである｡ 王の銭貨は, おそらくノーサンブリア, イースト・アングリア, フランキ
ア, ケント, マーシアの順で相次いで導入された｡ イングランド南部とフランキアはまた, そ
れまでよりも直径が大きく薄い新たな形状の銭貨を採用した｡ このブロード・ペニーとして知









模な銭貨製造が始まる｡ それはフランス同様, 王あるいは皇帝によって, 製造権が, しばしば
市場開設権と使用税徴収権と共に, 厚遇された在地有力者に与えられるという手法でなされた｡
イングランドで銭貨製造のカギを握ったのは, 銭貨製造人であった｡ すなわち, 個々の職人
ないし役人であり, 彼らは銭貨に自身の名を刻んだ｡ このように銭貨の保証が個人によってさ
れるという特徴は, イングランドにおいて８世紀半ばから    年のずっとのちまで重要であり
続けた｡ 多くはバラ (城塞都市) を拠点とする, このような銭貨製造人と王との関係は, 貨幣
制度の根幹であった｡ それは銭貨製造地網が   を超える場所に拡大する   年頃以降も同様だ








関に委ねた｡ 銭貨製造についても事情は類似していた｡ エセルスタンの下で初めて, 銭貨製造
地の名が刻まれることが一般化した｡ 王国中に  ほどの銭貨製造地網が確認できる｡ さらにこ
うしたペニー貨は, エセルスタンに ｢全ブリテンの王｣ (                    ) と










その約  年後, エセルレッド２世治世において, 貨幣制度は著しく磨き上げられていた｡ 銭
貨製造地の名と意匠の統一性はエドガー王 (   ‒  ) によって   年代初めに王国全土に再導
入され, １世紀以上維持された｡ エセルレッドの治世には短期間で大半あるいは全ての銭貨が
(王権の下に) 回収され, 溶かされ, 新しい意匠で再打造されるようになった｡ エセルレッド
の  年の治世に５回あるいは６回の再打造がなされたが, その中でも異例であるのは, 最も残









た｡ これらの図像を銭貨に刻むことで, アングロ ＝サクソン人は神の平和を祈願したのである｡
｢神の子羊｣ 貨は特別で象徴的な銭貨として企図されたと思われ, 製造期間はわずか数日から
数週間だった可能性もある｡ エセルレッド２世の他の型のペニー貨が何万枚も残っているのに





以上から, ｢神の子羊｣ 貨は初期中世イングランドにおいて, 銭貨製造権が王権の中心的関
心事であったことを鮮やかに例証している｡ 王はそれを自身の霊的主導権の中に組み込むこと
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ように使用され得たのかという点が強調されるようになった｡ 現代の価値から見てもそれらが
高額であり, 大規模に流通する通貨としては実用的ではないということに変わりはないが, 小








分のワインを手に入れて, のちに神罰を受けるという逸話がある｡ これは笑い話だが, 初期中
世の聴衆にとって説得力を持ち, ９世紀以来数多く書かれた, 実生活の印象, 情景, 経験をと
らえようとした話の１つである｡ そうした話の中で貧者が銭貨を用いた売買に関わることは,
聖堂のそばに軒を連ねた店やそこに集まる群衆といったありふれた情景の中ではしばしば当た










喜ばしいことであった｡ そうすることで, 彼らは繰り返される売買行為を, 社会はいかにして
機能するべきであるのかという, より大きな道徳的枠組みへと統合した｡ 初期中世の聖職者は
人々に貨幣を放棄するようには求めず, むしろそれを, 適度に分別をわきまえて使うように求
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再考：単位
今日においても広く認識されているように, 選択の幅と柔軟性が銭貨使用の本来的な性質で




々が銭貨を使用し, 受け取る誘因として機能した｡ このように, 銭貨は価値の貯蔵と交換を念
頭に生み出された｡   世紀のエドガー王や９世紀のシャルル禿頭王 (   ‒   ) のような王た
ちは, 良貨は額面価値で受け取られるべきであると規定した｡
貨幣はなによりも数量化された特定の価値尺度だった｡ これが銭貨の形をとれば話は簡単だ
が, もし対応する銭貨が存在しなかったり, まれであったりしても, 概念としての貨幣が消え
去ることはなかった｡ 通貨が利用できなかったり, 広く用いられなかったりする状況でも, 他
の商品は通例貨幣用語で評価された｡ 例えば, 初期中世のアイルランドでは固有の銭貨を持た
ず, 他地域から流入する量もおそらくわずかだった｡ しかし牛や奴隷は, 実際に用いられるこ
とはごくまれであったに違いないにもかかわらず, 何世紀も (価値の) 単位として使われ続け
た｡ 計算と抽象的な価値評価は初期中世ヨーロッパにおいてありふれたことであり, 社会の全
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て, ジェノヴァとヴェネツィアの経済は, 地中海貿易に密接に結びついていた｡ ミラノの貨幣
製造は, 当初こそ近隣のパヴィーアの貨幣製造に従属していたが, すぐに支配的な貨幣となっ
て, スイス, オーストリア西部, ドイツ南西部という広範囲で流通した｡




銀鉱山から銀を輸入していた｡   世紀にはフィレンツェの ｢商人―銀行家｣ (        ‒      )
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の制度に由来するものである｡ カロリング朝の貨幣制度は, デナリウス銀貨に基づき, １リブ
ラは  ソリドゥス, １ソリドゥスは  デナリウスである｡ １リブラつまり１リラは   デナリ
ウスに相当するが リブラとソリドゥスは計算貨幣であり, 実際に製造されたのはデナリウス
のみである｡   世紀後半の北イタリアの貨幣製造所は, 神聖ローマ帝国 (ドイツ) 皇帝に属す
るミラノ, パヴィーア, ヴェローナと, 実態は自治権をもつため皇帝権の下にはないヴェネツ
ィアの ｢擬皇帝｣ (      ‒      ) 貨幣製造所の, ４カ所のみだった｡ 当初はパヴィーア
とヴェローナが最重要で, パヴィーアはロンバルディア地方西部のティチーノ川からアルプス
西部までの地域に, ヴェローナは ｢拡大｣ ヴェネト地方の大部分とロンバルディア地方の東部
境界に銭貨を供給していた｡ ミラノは, 最初はロンバルディア地方の中心で, ヴェネツィアは
ヴェネツィア本島のラグーナ (干潟) 周辺地域で銭貨を供給していたのである｡  世紀末, ３カ所の皇帝貨幣製造所は, 同じ度量衡標準に基づいてデナリウス貨を打造して
いたが, ヴェネツィアのデナリウス貨はわずかに銀含有量が少なかった｡ グレシャムの法則ど
おり, ヴェネツィア貨が貶質したために, 近隣領域へのヴェネツィア貨の普及が進み, 皇帝貨
の品位も低下し, まずはヴェローナ貨が著しく貶質した｡ しかし貨幣制度は, 異なる貨幣製造
所間で生じる多様な品位低下のパターンに対応できただけでなく, ジェノヴァやヴェネツィア
といった大きな港町でイスラーム勢力やビザンツ帝国の金貨が使用されることにも, のちに倍
数デナリウス貨が導入される時にも, 十分に対応できた｡ 最初の倍数デナリウス貨は,     年
に初めてフリードリッヒ１世の名において打造されたミラノの ｢皇帝デナリウス貨｣ で, 皇帝
の貨幣制度においては２デナリウスの価値をもち, ｢中デナリウス｣ (             ) で
あった｡   世紀後半になると, オーストリア・ケルンテン地方の豊かなフリーザッハ銀鉱の銀
で, アクィレイア大司教の貨幣製造所は, いわゆる ｢フリーザッハ・ペニッヒ｣ (               ) をモデルとして品位の高いデナリウス銀貨を製造し始めた｡ これはヴェネツィア―
ヴェローナの貨幣制度の中ではソリドゥス貨 (  デナリウスの価値) に相当し, 実際呼び名以







た｡ こうした展開は,   ,   世紀のイタリアで, 貨幣経済化が進行し, 人口と経済が拡大した
ことの当然の帰結だった｡ 銀の供給が相対的に弾力性に乏しいなか, 打造貨幣, 特に日常的な
売買を容易にする小額貨幣需要の増大に対応するため, 銀貨の貶質によって銀の供給をどうに
か間に合わせた｡ 一方グロッソ貨の導入は, 貶質によって生じた貨幣市場における高品位の銀






めに, ジェノヴァと他のイタリアの貨幣製造所では, 北アフリカのアルモハド (ムワッヒド)
朝の方形の２分の１ディルハム銀貨と同じ度量衡標準に基づいて, グロッソ貨を製造していた｡
















度とほぼ類似していたが, ローマ教皇庁の影響も大きかった｡ ８世紀, ローマの貨幣製造所は,
ユスティニアヌス１世 (   ‒   ) によるビザンツ帝国のローマ再支配以来製造していた皇帝
貨, 擬皇帝貨, 擬ビザンツ貨 (金貨と銅貨) を打造するのをやめ, 教皇貨あるいは教皇―皇帝
貨, いわゆるアンティクオレス (         ) を製造し始めた｡ この銀貨の製造は教皇ハドリ
アヌス１世 (   ‒   ) の時代に始まり, 皇帝ベレンガリウス (ベレンガーリオ) １世 (イタ
リア王   ‒   ：皇帝   ) の死去まで続き, 空白期間を挟んで   年, ザクセンのオットー１
世が皇帝となり, 教皇レオ８世 (   ‒   ) とともに再開した｡ ローマの教皇―皇帝貨が商業
上の大きな意味をもっていたかどうかは疑問である｡   世紀後半のオットー朝までは, ローマ
の経済は特にパヴィーアとルッカの皇帝デナリウス貨 (パヴィーア貨・ルッカ貨) に依拠して
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いた｡  世紀中葉までには, プロヴァン (フランス・シャンパーニュ地方の大市開催都市) の貨幣
製造所のデナリウス貨が, ローマとその周辺だけでなくローマ以南の主要地方全体にも流通し
始めていた｡ このことは, ローマの商人たちが, 貸付金をシャンパーニュの大市で回収し, 打
造貨幣としてローマに送金したことと関係していた｡ ローマ人たちが    年代に貨幣製造を再
開しようとしたとき, すでに身近になっていたプロヴァンのデナリウス貨を新しい貨幣のモデ
ルにした｡ この貨幣は ｢デナーロ・プロヴィジーノ貨｣ (             ), あるいは ｢元老
院のプロヴィジーノ貨｣ (                ) として知られるようになった｡  世紀後半, トスカーナとほかの地域のイタリア人商人は, ローマの信用貸しと両替市場に







用水車の動力を供給した｡ (原料の羊毛供給という点で) これを補完したのが ｢ローマ―シャ
ンパーニュ結合｣ であった｡ 以前のローマ商人のように, フィレンツェ人は, 負債の清算の場
として, シャンパーニュの大市を利用していたからである｡ 教皇の銀行業務に参入したフィレ
ンツェ人たちはローマへ教皇の収入を移送するための立ち寄り地として大市を利用し, 教皇の







替市場に投資することと同様, それ以降も長く続いた｡ こうした ｢国際的｣ な物流管理は, 両
替率の決定を単純化し, だまされる機会を減らすために (金の純度は, 市のたつ広場のその場
で, 試金石によって簡単に低費用で検査ができた), 安定した金貨を導入することへの強力な
誘因となった｡ 皇帝フリードリッヒ２世 (フェデリーコ２世：    ‒    ；皇帝位    ) の    
年の死後, フィレンツェの貨幣製造所には    年  月にフィオリーノ (フローリン) 金貨を導
入することで, 自治権を主張する道が拓かれた｡ ｢フィレンツェが製造しばらまいた 『呪われ
た花』 (            )｣ とダンテが 『神曲』 の ｢天国編｣ (       ：     ) で記したフ
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ィオリーノ金貨は, 実際, ヨーロッパのほぼ全土に広がり, すぐに他の新しい金貨の照合基準,
計算貨幣の基礎, そして    年以降はヨーロッパ各地で開花した ｢署名された｣ フィオリーノ
模倣貨のモデルとなったのである｡
フリードリッヒ２世の死去とフィオリーノ金貨の導入は,   年間, 相対的に安定していたあ
とで, 銀貨が貶質を始める新しい波と一致していた｡ 北イタリア同様, 貨幣製造所の増加, 正
貨の需要の増大, 中東と北アフリカへの銀の流出によって, 中央イタリアでも銭貨の貶質は避
けがたく,     年までに２種類の小額貨幣が出現した｡ ひとつは, 銀の純度  ％の, フィレン
ツェ, ルッカ, ピサ, シエナ, ラヴェンナとアンコーナの ｢良いデナリウス貨｣ (         )
であり, もうひとつは, 銀の純度が  パーセント未満の, アレッツォ／コルトーナ, オルヴィ
エート, ペルージャ, リミニ, サンタ・フィオーラ, ソヴァーナ, ヴィテルボ, ヴォルテッラ
の ｢悪いデナリウス貨｣ (        ) だった｡ グレシャムの法則どおり, ｢良いデナリウス
貨｣ を製造していたトスカーナ地方とアドリア海沿岸の規模の大きな貨幣製造所も, 自分たち
の貨幣が退蔵されてしまわないよう, ｢悪いデナリウス貨｣ と同じ標準まで貶質することを余
儀なくされた｡ 大半の ｢悪いデナリウス貨｣ の製造所が短期間しか稼働しなかったことは十分
な量の銀を確保することの難しさを強調しているだろう｡ これら在地の貨幣製造所は次の  年
間に, 小額銀貨の品位がさらにおよそ  パーセントも低下するという貶質の継起的な波を引き
起こした｡ 銀の純度は    年までには８パーセント程度まで低下したのである｡  世紀後半から  世紀初頭にデナリウス貨が次第に貶質したことは, しかしながら, フィレ
ンツェ経済には有利に働いた｡     年の導入後しばらくフィオリーノ金貨と銀貨の関係が固定










ー家勢力に資金援助をしていた｡ フリードリッヒ２世の死後, シャルル・ダンジュー (アンジ
ュー家のシャルル１世｡ カルロ１世) は    年ナポリで王として即位した｡ フィレンツェ人の
強力な支持に対する報酬として, シャルル・ダンジューは都市フィレンツェの商人たちに, 南
イタリアの市場に有利な参入をすることを認可し, 教皇クレメンス４世 (    ‒    ) は教皇






りであった｡   世紀には, 各地で局地的な戦争状態が続き, 正常な商業ネットワークがしばし




耕地は放棄されたが, 秋に死亡率が低下し始めるとすぐに, ある種の均衡が達成された｡ 生存
者の間では, 伝染病による死亡者数は社会的移動のための好機をともなったが, それは人口減
が労働力不足を引き起こし, ほとんどの労働者の賃金を上昇させたからである｡ イタリアの貨
幣製造所も, 労働力確保に苦労していた｡ フィレンツェでは, 疫病のあとの労働市場の再編成
のおかげで, 製造所の給金は    年までの２倍になった｡     年にまたもや疫病が流行すると,
都市当局は貨幣製造所の親方と熟練労働者たちの契約期間を半年から１年契約に延長した｡
アヴィニョン教皇庁は    年に終結するが, 翌年には ｢教会分裂｣ (シスマ) が引き起こさ
れ,     年に教皇マルティヌス５世 (    ‒    ) が選出されるまで続いていた｡ 中央イタリ
アの貨幣史におけるアヴィニョン教皇庁とそれに続くシスマの意義は, 教会分裂が教皇庁の世
俗的な面の権威を弱め, 教皇国家内部の多くの都市において在地領主が権力を獲得する機会を
作り出したことにある｡ これは, 在地領主の権威が高まり, ボローニャのペーポリ家, リミニ,
ファーロ, ペーザロのマラテスタ家, もっと短期間ながらアスコリのカッラーラ家とカメリー
ノのヴァラーノ家で, 領主による貨幣製造がなされたことに反映されている｡ ローマでは, ウ






下にあった｡ これらの地域では, 金貨が支配的で, 地域間の貿易のための基礎となり, 銅貨が
低額取引を容易にしていた｡ ほぼ純金であるおよそ   グラムのローマ後期のソリドゥス金貨
は, 中世に入って, まずビザンツ帝国のノミスマ (      ) 金貨として,   世紀には軽量
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のノミスマ貨が出現したので, 次いでヒスタメノン (         ) 金貨として生き残ってい
た｡ アレクシオス１世コムネノス (    ‒    ) による    年の造幣改革では, 皇帝ミカエル
４世パフラゴニア (    ‒    ) の時代以来貶質してきたヒスタメノン貨を排除してヒュペル
ピュロン (          ) 金貨が導入されたが, ヒスタメノン貨の重量は維持されたものの,
金の純度は  パーセントに過ぎなかった｡
ヒュペルピュロン金貨も, とりわけ第４回十字軍と    年のコンスタンティノープルの劫掠
の後に貶質した｡ しかし, ヒュペルピュロン金貨の当初の品位は, ポルトガル王サンシュ１世
(ポルトガル王国ブルゴーニュ王朝：    ‒    ) がモラボティーノ (         ) 貨を製造
する際の土台となった｡ ただし重量は   グラムというやや軽量のディナール (    ) 金貨
を基準とする, 北西アフリカとアル―アンダルス (イベリア半島南部) のアルモラビド (ムラ
ービト) 朝の標準重量に従っていた｡ シチリアとナポリの王である皇帝フリードリッヒ２世
(    ‒    ；皇帝位    ) がメッシーナとブリンディシの貨幣製造所に    年に導入したアウ
グスターレ (        ) 金貨も, ヒュペルピュロン金貨と同じ品位だった｡ しかし重さにお
いてはヒュペルピュロンより重く, 理論的にはおよそ  グラムになるよう, 約  グラムのタ
リ (    ) 金貨 (｢新しい｣ の意) もしくはタッペシ (       ) 貨６枚分の重量で計量された
が, これは  グラムに含まれる  グラムの純金重量が, 事実上ローマ後期のソリドゥス金貨
の純金重量 (約   グラム) に等しいことを意味した｡ このように, フリードリッヒのアウグ
スターレは, シチリアと南イタリアのタリもしくはタッペシに基づいた度量衡システムにおい
て, ビザンツのヒュペルピュロン金貨の品位と, ローマ後期のソリドゥス金貨の純金の重量と






り, ソリドゥス, セミッシス (      , ２分の１ソリドゥス), トレミッシス (       ,
３分の１ソリドゥス) が打造されていた｡ ９世紀までに, シチリアの金貨は, トレミッシス金
貨 (３分の１ソリドゥス) がアグラブ朝のディナール金貨の４分の１に等しい程度まで貶質し
ていた｡ ビザンツ帝国と同様, アグラブ朝のディナール金貨も, ローマ後期のソリドゥス金貨
に遡る｡ ７世紀の初期アラブ―ビザンツ貨幣は, ほぼソリドゥス金貨の重量 (   グラム) を
もっていたが, ウマイヤ朝が   年に終わるまでに, ディナール金貨の重量はおよそ   グラ
ムに固定され始めた｡ アグラブ朝は, シチリアにディナール金貨と   グラムのディルハム銀
貨を含むイフリーキヤ (北アフリカ) で生まれた貨幣制度を導入した｡ しかしシチリアでは,
アグラブ朝はすぐにディナール金貨をおよそ   グラムの全く新しい額面の貨幣, ルバイ
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(     ) すなわち４分の１ディナール金貨に差し替えたが, これはビザンツ帝国のトレミッ
シスに由来し, シチリアだけで製造されていた｡ この４分の１ディナール金貨は, かつてのベ
ネヴェント公国のランゴバルド・ソリドゥス貨に基礎をおく, ｢タリ金貨は４分の１ソリドゥ
ス｣ というイタリア半島南部の貨幣制度に適合するものだった｡ ｢タリすなわち４分の１ソリ




ロベルト・グィスカルド (    ‒    ) のノルマン王朝の最初期のタリ金貨は, 同じ型と品
位を維持していた｡ しかし, ノルマン王国の後継者たちは, イスラームの信仰告白の銘文をキ









されたが, 金貨は従来通りであった｡ タリ金貨の製造は,     年にアウグスターレ金貨が導入
された後でも, 続けられていた｡     年にフリードリッヒの後継者たちから王冠をもぎ取った
後, アンジュー家のシャルル１世 (カルロ１世) はナポリ王 (    ‒    ) として, タリ金貨
とアウグスターレ金貨の製造を続け, アウグスターレ金貨がレアーレ (    ) 金貨と正式に
呼ばれるようになって以降も, 文献史料ではなおアウグスターレ金貨と呼ばれた｡ しかし    
年, カルロはタリ金貨だけでなくレアーレ貨も放棄した｡ 代わりに, ほぼ純金のおよそ   グ
ラムのカルリーノ (      ) 金貨, およそ   グラムのカルリーノ銀貨とそれぞれの２分の
１の額面の銭貨を導入した｡ こうして, 南イタリアの貨幣製造は, より西欧的になったかと思
われた｡
新しいカルリーノ金貨の寿命は短く, カルリーノ銀貨は金との比価で過大評価されていたた
め, 不人気だった｡     年に, シャルル (カルロ) ２世 (    ‒    ) は銀貨を回収し, 約  
グラムのより重い銀貨を製造するよう命じた｡ ジッリャート (      ) と呼ばれるこの新し
い銭貨は, 実際はフランスのグロ・トゥール (           ) 銀貨, つまりトゥールで製造
された高額銀貨にあわせて打造されており, カラーブリアのロンゴブッチョの鉱山から銀を含
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んだ鉛鉱石が産出されるのを強みに, 大規模に  年間以上製造された｡ ジッリャート貨幣はま
た, 東方, 特に小アジアとエーゲ海周辺, さらにローマでも広く模倣された｡ ナポリのジッリ
ャート貨は  世紀中葉ごろ, 東地中海世界で流通する西方の支配的銀貨であったヴェネツィア
のグロッソ銀貨を一時製造中止に追い込むほどであった｡    年の ｢シチリアの晩 ｣ 事件とともに, シチリアと南イタリア本土の統一は, 瓦解した｡
ナポリはアンジュー家の支配下に残り, シチリアの支配はアラゴン王国へ移った｡ アラゴン家










伴い, デナリウス貨の倍数になる新銀貨, たとえば４デナリウスのクァットリーノ (         )
や６デナリウスのセジーノ (     ) が導入され, 小額貨幣との関係では多様な価値をもつ新
たなグロッソ貨が導入された｡ しかし貶質は続き, ときには既存の貨幣の改定も起こった｡ そ
















は, イタリアが新しいアイデアが最初に展開され, 実施検討され, 採用されるある種の試験場
であったからである｡ やがてはヨーロッパ中に広がっていく革新的技術の多くが, イタリアで
導入された｡ デナリウス貨の貶質は他のどこよりも早くイタリアで起こったが, 他の地域とは
異なり ｢貨幣改革｣ (                ) による品位の回復はなされず, 貨幣供給は効果的
に拡大した｡     年頃前後の高額銀貨のグロッソ貨,   世紀以降続く高品位の金貨,   世紀の







貨幣の銅貨の生産, 肖像の使用, より一般的に貨幣製造の技術的, 美術工芸的な発展がみられ
たことなどの点で, イタリア人たちは先駆者であった｡










わっていたが, 在地の統治者のために, 徴税請負人としても仕事をしていた｡ さらに  世紀の
初めから, 貨幣原料を産出する鉱山も経営し, 行政府と短期契約を結んで貨幣製造所を管理運
営していた｡




















停止した｡ 小ピピン (ピピン３世,       ‒   ) のもとで, (かつての) メロヴィング帝国で
は純然たる銀通貨が存続した｡
この時から, (かつての) メロヴィング帝国の銀通貨は, ７世紀後半のドゥニエ (デナリウ
ス) に基づくようになった｡ これはおそらく   年から   年の間にカロリングの宮宰であるノ
イストリアのエブロイン (   ‒       ) が導入したか, 当時のメロヴィングの半銀貨, すな
わち半シリクア貨 (＝ソリドゥスの１   ) から, 貨幣品位が徐々に改善されて発達したもの
と考えられる｡ 当初ドゥニエ貨はソリドゥスの１ ３で, トリエンス貨と対応していた｡ ７・
８世紀では ｢王の権力が浸食され続けたことで造幣権が著しく制約された｣ ために, 大部分は
地方の支配権力によって製造された｡ この銀貨は, 金と銅の間の価値があったので, のちの大
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中央ヨーロッパの貨幣システム：
カロリング改革 (８世紀後半) から  世紀の ｢帝国貨幣令｣ までの概観
市の先駆である市での交易に理想的な貨幣であった｡ この時期にはすでに   ドゥニエは１計
算ポンド (リブラ) に相応していたはずである｡ メロヴィング後期のドゥニエの重量は,    










カール大帝 (   ‒   ) が行った      年と   年の通貨改革の間の時期に ｢ピークが達成
された｡ すなわち, 帝国全土で標準的で統一された貨幣生産や, １種類の金属に統合された貨
幣流通が確立したのである｡｣       年以降, カールの  グラムのデナリウス貨は, コンスタ
ンティヌスとピピンのリブラ ‒ ソリドゥス制度を継承し, １    リブラまたは１   ソリドゥ
スに定められ, 西欧におけるもっとも重要な支払い手段となった｡ さらに,    年のフランク
フルト・アム・マインでの教会会議で,   オンスのより重いポンド (カール・ポンド            ) が造幣の基盤となった結果, ドゥニエはいまや約  グラムという重量を持つように
なり,       年のドゥニエに対して３ ４の比率となった｡ このように, 重量比率に基づくこ
とで, フランク, ビザンツそしてイスラーム・ウマイヤの通貨制度間の錯綜した関係が整理さ
れた｡
カールの後継者であるルートヴィヒ敬虔帝 (   ‒   ) 治下ではすでに, 造幣権 または
少なくともそこから生じる収入 が,    年以降地方支配者の手に戻っていった｡ いまやポ
ンドゥス (      ) は, 地域的な重量単位を意味するのに用いられるようにもなった｡ それ
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こと, この点が本報告の焦点となっていくのだが, さらにその弱体さの結果として諸部族大公
国が成立したことにより, 遅くとも  世紀初頭以降に王による造幣は衰退し, 大公によるドゥ
ニエ貨の製造が発達した｡ それに加わったのが, 辺境伯や, 例外的ではあるが, たとえばコン
スタンツのサロモン (   ‒   ) のような, 司教による造幣である｡ このようにして, 大帝オ
ットー１世 (   ‒   ) の治世の開始時には, ｢ライン川 ‒マイン川の西と南を結ぶ線で, 少数
の製造所による限定的な造幣｣ が存在するようになった｡ ｢この線が越えられることは滅多に
なく, 帝国の北部・東部で貨幣は流通しなかった｡｣ これが完全に事実ではなかったとし




王のドゥニエ貨製造は, 重量の減少があったものの (約  ‒  グラム), オットー１世の治
下で再興した｡ とくにケルンで造幣が復活した｡ 新造幣所のマクデブルク (   年以降) では,
ハインリヒ２世 (    ‒    ) の時代までにはオットー・アーデルハイト・ペニヒが製造され
ていたといわれる｡ 後者はカロリングのシステムを順守することで, 対外交易用のドゥニエと
して機能し, パヴェーゼの衡法に従ったことで (１パヴェーゼ・ポンド＝      グラム), 地
域をまたいで受容されるようになり, アルプス越え交易の促進につながった｡ オットー期にお
けるこのようなドゥニエ貨製造の増加は, ゴスラー近郊のランメルスベルク鉱山で採れるザク
セン銀の採掘によって可能となった｡ 一方, 王および大公の造幣と並び, オットー朝の帝国教
会政策に沿う形で, ドイツ地域では王室特権の認可のもとで司教の造幣がいまやますます重要
性を帯びていった｡ 伯による造幣が現れるのは, オットー３世 (   ‒    ) またはハインリヒ
２世 (    ‒    ) の時代である｡ 帝国各地で領域支配が形成される中で, 造幣は中央ヨーロ
ッパでも細分化し, ますます統一性を失ったので,     年頃にはペニヒの平均重量が   グラ
ムにまで減少した｡ ここで話題としているのが, ｢地域的ペニヒの時代｣ である｡ ロタール３
世, コンラート３世以来, このペニヒ貨はブラクテアート貨の形態でも現れる｡ このような地
域化の結果, 造幣者が自己の支配領域で外地貨幣の流通を禁止し, のみならず年に自身の貨幣
を３, ４度回収・再発行したことで, 造幣権は財政的に利用されるようになった｡ つまり, た
とえば古いペニヒ貨４枚が新しいペニヒ貨３枚に替えられたことで, 貨幣の所有には  パーセ
ントの税が課されたことになるのである｡ フリードリヒ２世 (    ‒    ) 治下, ｢聖界諸侯と
の同盟                                   ｣ (    年) と ｢諸侯の利益のための協
定                           ｣ (    ) で, とりわけ聖界・俗界の領域支配者           に帝国造幣所の建設が認められたため, 造幣の地域化は一時ピークに達した｡
しかし, たとえそうであったとしても, 超地域的交易における非現金決済では, 相対的な統
一性が地方の銭貨からは独立して対外交易ドゥニエ貨によって保証されていたのである｡ その




(マルク      ) で流通した｡   世紀, またさらに重要なのは  世紀に交易が成長したこと
で, 貴金属でより大規模な支払いをする必要が生じた｡ この目的のために, 一定の計量された
ドゥニエ貨が用いられた｡ さらに時折, フランク帝国でのように, 棒状銀も用いられ, これも
また計量された｡ ポンド・ペニヒ (           ) なる用語は, 通貨単位として一般的とな













た｡ 彼はグロッソ貨の製造を導入したのである｡ それは  ベルナー貨, つまりチロル地方で普
及していたヴェローナの小ペニヒ貨 (               )   枚分, または１   ポンド・ベル
ナーに相当する｡ さらに,     年までには４ベルナー貨が発行されたが, 急速に変化していく
決済需要に応えるには不向きであることが早くも判明した｡     年まで   グラムのグロッソ
貨は変更されることなく製造された｡ 図柄にふたつの十字架が刻印されていたために ｢クロイ
ツァー｣ と呼ばれた｡ チロル地方以外では南ドイツとオーストリアが主な流通地域であり, そ
こではクロイツァーは４ペニヒで評価された｡ その一方で, 北ドイツではまったく受容されず,
中部ドイツでも限定的であった｡ 純銀   グラムという明らかに減少した重量 (貴金属の純重
量) にもかかわらず, クロイツァーは  世紀初頭以降ドイツで模倣され, ｢皇帝の影響下, タ
ーラー貨の価値を計算する際の基準となるほどに知られる｣ ようになった｡
帝国西部では  世紀に異なるグロッソ貨が模倣された｡   ドゥニエ・トゥルノワ貨となる
｢グロッスス・デナリウス・トゥロヌス｣ (純銀約   グラム) である｡ これはファーティマ朝
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期のディナール貨の影響を受け, フランス王ルイ９世 (    ‒    ) が    年に導入したもの
である｡ ドイツ語名 ｢グロッシェン｣ はグロッススに由来する｡ このトゥルノーゼ貨は１   
リブラで, リブラ ‒ソリドゥス制度のソリドゥスに相当し, 帝国領内では    年にモーゼル川
でのある支払いで最初の言及がある｡ ドイツのトゥルノーゼ貨の製造は, ベルク伯アドルフ８
世のもとで, 皇帝ルートヴィヒ４世による    年７月  日の帝国特権に基づき開始され, とく





姿を消した｡  世紀初頭以降, ベーメン国王ヴァーツラフ２世 (    ‒    ) のプラハのグロッシェン貨
(               , 約  グラム) でもって, ドイツ独自のグロッシェン貨の登場となる｡
その基礎となったのがエルツ山地の銀供給であり,     年までこの貨幣の大生産が可能となっ
た｡ この貨幣は帝国のルクセンブルク領域一帯に急速に広まったが, のちにはブランデンブル




れた) を発行するのに使用された｡   世紀,   世紀のいくつかの異なるグロッシェン貨は, 貨
幣に刻印された図柄にちなんで名づけられた｡ たとえば選帝侯トリーア, ユーリヒ, ルクセン
ブルクの間で結ばれた    年の造幣令にならって製造されたアードラー・グロッシェンや, 白
ペニヒ (ヴァイスペニヒあるいはデナリウス・アルブス, 純銀    グラム, のちにアルブス




神聖ローマ帝国は (カロリング期以来) 銀貨製造の国であったし, そうであり続けた｡ その
結果,   世紀に始まる金貨製造の重要性は, 常に限られたものであった｡ 外国や自国の金貨が
もつ, 対外交易における商取引用貨幣としての重要性は無視できなかったとはいえ, 金の利用
可能性および金貨の流通はあまりにも限定的であったため, 金を通貨として受容することがで
きなかったのである｡ 当初は, 北イタリア, ここではとりわけフィレンツェの金貨が, ドイツ
の決済取引に取り入れられた｡ この金貨はドイツ人に ｢フロレーネ｣ と呼ばれ, すぐによく使
用されるようになったものであり, 最初から驚くべき数が発行された｡     年頃では毎年      
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～      枚は製造されていたはずである｡ それゆえドイツ地域でも, あるいはドイツ地域で
こそ急速にこの金貨は広まった｡ 早くも    年に ｢金のフィレンツェ貨           ｣ がザ
ルツブルクで言及され,     年以降はドイツ西部でこの貨幣が流通していた証拠がある｡ 両地
域ともイタリアまたは高度に発展したフランドルと密接な商業関係をもっていた｡ 南部および




ール４世はもう一歩進んで, 銭貨の図柄を変更した｡ すなわち, フィレンツェのフルール・ド





後に, カール４世 (    ‒    ) が    年にグルデン金貨製造の権利をトリーア大司教とケ
ルン大司教に,     年にマインツ大司教に, 最終的には 金印勅書によって 全ての選帝
侯に認めたことは, 決定的に重要であった｡ ライン地域の３人の大司教と並んで, ライン宮中
伯がこのタイプの貨幣製造を開始した結果, ライン地域の選帝侯の貨幣に対して ｢ライン・グ
ルデン             ｣ なる語が生まれた｡ フィレンツェのフィオリーノ貨は, 金含有量
と図柄の点で本質的には変化せず, 模倣貨幣は当初全てオリジナルのものと多かれ少なかれ同
じようにつくられていたにもかかわらず, 早くも  世紀中ごろに帝国西部の造幣所は, 貨幣製










がもたらされた｡ 第１に,   世紀後半以降金の欠乏により, たとえ  世紀前半まで続けられた
とはいえ, 金貨生産が徐々に停止していった｡ しかしながら, 勘定用通貨としての ｢グルデン｣
の意味は維持された｡ ライン・グルデンは,   世紀の南ドイツのほとんどの商家, たとえばフ
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カート貨 (通常は完全貨幣として発行された) に譲ることとなった｡     年以降, グルデンは
金銀比価を評価する際の基準として用いられるようになった｡
３番目の展開は, 豊富な銀鉱を有する地, チロルで始まった｡ リブラ ‒ソリドゥス制度内で
のグルデンの位置づけが変わったのである｡     年以降, チロルの統治者ジギスムント (    
‒    ) は, 彼がもつハルの造幣所でライン・グルデン貨を製造させたが, 十分な金鉱がなか
ったために, これはハンガリーのグルデン金貨やイタリアのドゥカート貨を単に変造したもの
であって, 造幣はすぐに放棄された｡ 銀供給が豊富であることを鑑みて, ジギスムントは    
年に１ ２ライン・グルデンの価値がある大型銀貨の製造を始め,     年からは１ライン・グ
ルデンの価値をもつ銀貨となった｡ このいわゆる ｢グルディナー｣ または ｢グルデン・グロッ




純重量という異なる基準をもつようになった｡     年からは ｢ヨアヒムスターラー｣ と名付け
られたグルデン・グロッシェンを, 帝国フライヘルであるシュリックがベーメンのヨアヒムス
タール鉱山から採れる銀を用いて製造した｡ すぐにこの銀貨は単純にターラーと呼ばれるよう
になり, この種の貨幣全てを表す一般的呼称となった｡ このようにして, チロル公ジギスムン
トは新種貨幣を創始し, それは  世紀中にヨーロッパにおいてもっとも重要な貨幣のひとつと
なったのである｡  世紀の ｢帝国貨幣令｣ における標準通貨の導入
神聖ローマ帝国で最初の大型銀貨が重要性を増してからは, それを帝国中で ｢標準化｣ する
必要性が  世紀初頭に増大した｡ なぜなら, 個別の造幣頭の貨幣製造は恣意的であり, 地域差
重量が  ‒  グラムの間で変動した が生じたからである｡ そのような ｢標準化｣ の最
初の試みは    年のエスリンゲンにおける帝国議会に始まり, その際にカール５世が最初の一
般貨幣令 (               ・         ) を発布した｡ その目的は帝国のいたるところ
で交換できる統一的大型銀貨を定義する   クロイツァーのライヒスグルディナー貨 こ
とであった｡ 異なる造幣所が統一貨幣基準に従った, しかし異なった刻印をもつ銀貨を発行す
るべきであり, またすることができた｡ 長期的にみると, エスリンゲンの帝国貨幣令でもっと
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貨幣令 (                      ・         ) では, 金グルデン 公式用語となるの
は    年の帝国貨幣令で銀貨であるグルデン・グロッシェンやターラーとの混同を避けるため
に言及されて以降である や, 当時  クロイツァーに値したライヒスグルディナー銀貨の価
値の, 公的な同一性を維持することが明記された｡ しかし, 帝国のグルデン金貨は南マイン川
地域でほんの短期間少量が製造されたのみであり, その一方で北ドイツおよび中部ドイツでは
グロッシェン, とりわけターラー貨 (  クロイツァー) が製造され続けたので, この規定も実







ィナー (またはグルデナー, グルデンターラー) が, 少なくとも帝国南部で地保を持つことが
できた｡ 対照的に, 銀の豊富なザクセンおよび北部・西部・中部ドイツの帝国等族はターラー

















このことにより, すぐに以下の結果が現れた｡ すなわち, グルデン金貨のように, 新たなタ
ーラー貨はリブラ ‒ソリドゥス制度におけるリブラの地位を得た｡ これは, 新大型銀貨と金貨
が  ソリドゥスまたは   ペニヒに分割されたという事実から明らかになる｡ いまやターラー
貨はグルデン金貨と対等になったのだから, この分割が少なくとも当初においてはターラー貨
にも当てはめられたのである｡ 少しずつ,   世紀に, ターラー貨は指導的銭貨として貨幣流通
におけるグルデン金貨ないしライン・グルデン貨の地位にとってかわった｡ しかし, いまだタ











をもつ貨幣が必要となった｡   世紀中葉までに, 大型銀貨 ソリドゥスの価値まで そし
て後には金貨 リブラの価値 も流通するようになった｡ リブラ ‒ソリドゥス制度は, こ
のように該当する貨幣が製造されたので, 再び完全な姿を取り戻したのである｡ 同時に, ほぼ
忘れ去られていた金貨製造の技術が, アラビア世界からシチリアを経てヨーロッパに復活した｡
そして金資源が比較的少ないにもかかわらず, フローリン貨, ドゥカート貨, そして後には神
聖ローマ帝国でグルデン金貨が,   ・  世紀の対外交易で重要になった｡ しかしながら, それ
ら金貨はますます増大する大規模な支払い手段の必要を満たすことができなかった｡ そのため  世紀後半から豊富な銀をもつ帝国諸地域 とくにチロルとザクセン は, グルデン金貨
と同等の価値をもつとされる大型銀貨を発行し始めた｡ この大型銀貨はもっとも重要な造幣所
のひとつ ベーメンのヨアヒムスタール にちなんで一般的に ｢ターラー｣ と呼ばれ, 製
造量が多く価値も高くて安定していたために, 帝国の標準的通貨としての地位を確立した｡
｢ライヒスターラー｣ のほかに,     年以降ドゥカート貨がもっとも重要な帝国の金貨となっ
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たが, 交易や決済において前者に匹敵するような重要性をもつことはなかった｡
これまで考察してきたことから, 手短に以下の展望を得ることができる｡ 安定した価値をも





だが, ヨーロッパ経済に不況は起こらなかったのである｡   世紀後半のブラジル,   世紀のカ
















ネイスミス 王が銭貨製造人を選ぶのではなく, 中世社会で他の地位に就く場合と同様に, し
かるべき技術を持ち, しかるべき社会的地位やしかるべき家族, 親族, 交友関係を持つ人物が
自ら請負に名乗りをあげた可能性が高い｡
鶴島 冶金技術や出自など銭貨製造人に要求される諸条件からおのずと製造人になれる人物は






































ネイスミス 社会の貨幣化に関しては２つの観点から考えるべきである｡ アングロ ＝サクソン
社会はあらゆるモノの価値を貨幣で計算していたという点では現代社会と遜色のないほど非常
























































質問者１ 鶴島が提示した銭貨の３つの比較軸 (材質, 権力, 銭貨製造人) に関連して, イン
グランド貨が他地域で流通しえた要因は何か｡

















































をモデルとしたが, 彫刻技術が４, ５世紀に比べて低下していたので, 半横向きの肖像を再現
することは難しく, 代わりに正面を向くようになり, より様式化していった｡ また４世紀以降



















皇帝 (王) の名ではなく, 例えばフィレンツェでは聖ヨハネ, ミラノでは聖アンブロシウスの
ような守護聖人の名で銭貨を製造するようになったのである｡

















































しかない｡ 従って相手のことを知っていて, その人物を信頼できるか否かが重要になる｡ しか
し貨幣はどんな形態をとろうが, それを超えたところで機能している｡ 貨幣は計算単位, すな
わち単にモノとモノを比較するよりも, 人々がより容易に認識し評価することのできるもので





























析の発達によって, 進展の著しい分野であるため, 最新の研究に触れることができたことは, 本
科研の今後の研究にとって大いに資することとなった｡ 本シンポジウムが本科研にとってのみな
らず, これから西洋貨幣史を学ぼうとする者にとって, 研究の出発点となることを願う｡
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